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原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
７
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
を
は

じ
め
と
す
る
区
長
提
出
議
案
等
２２

件
と
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
援
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書
な
ど
の
議
員
提
出

議
案
９
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
請
願
２
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

堀切橋少年野球場周辺からの眺望

可
決
さ
れ
た
意
見
書（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
９
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
４
面
に
掲
載
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
の
早
急
な
改
正
を
強
く
求
め
る
。
①
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
と
の
決
意
を
こ
め
、

原
爆
被
害
に
対
す
る
国
の
補
償
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
趣
旨
と
す
る
法
の
目
的
を
明
記
す
る
こ
と
②
原
爆
死
没
者
に
謝
罪
し
、
弔
意
を

表
す
こ
と
③
原
爆
死
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
金
あ
る
い
は
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
④
原
爆
死
没
者
が
生
き
て
い
た
証
と

し
て
原
爆
死
没
者
名
を
碑
に
刻
む
こ
と
⑤
８
月
６
日
並
び
に
８
月
９
日
を
原
爆
死
没
者
追
悼
の
日
と
し
、
慰
霊
・
追
悼
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
⑥
す
べ
て
の
被
爆
者
に
被
爆
者
手
当
を
支
給
し
、
障
害
を
持
つ
も
の
に
は
加
算
す
る
こ
と
⑦
被
爆
者
の
健
康
管
理
と
治
療

・
療
養
及
び
介
護
の
全
て
を
国
の
責
任
で
行
う
こ
と

命
を
守
る
公
共
投
資
に
よ
る
社
会
基
盤
再
構
築
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
国
民
と
日
本
の
国
土
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
の
公

共
事
業
を
緊
急
か
つ
集
中
的
に
行
い
、
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
に
資
す
る
次
の
対
策
の
実
施
を
強
く
求
め
る
。
①
道
路
や
橋
梁
、

上
下
水
道
、
河
川
道
、
港
湾
な
ど
、
老
朽
化
が
進
み
更
新
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
早
急
に
点
検
・
特
定
し
、
維
持

・
更
新
の
た
め
の
公
共
投
資
を
積
極
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
こ
と
②
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
共
同
溝

化
・
無
電
柱
化
を
促
進
し
、
都
市
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
③
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
学
校
等
の
公
共
施
設
や
病

院
・
介
護
等
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
地
域
の
防
災
拠
点
の
耐
震
化
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
と
実
効
性
あ
る
買
取
制
度
に
向
け
、
次
の
通
り
、
十
分
な
環
境
整
備
を
図
る

よ
う
強
く
求
め
る
。
①
投
資
促
進
減
税
、
省
エ
ネ
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
減
税
な
ど
の
拡
充
を
検
討
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促
進
す
る
こ
と
②
買
取
価
格
・
期
間
の
設
定
に
お
い
て
、
設
定
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
分
か
り
易
く
示
し
、
長
期
的
な
将
来
の
見
通

し
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
制
度
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
係
る
規
制
改
革
を
確
実

に
実
施
す
る
と
と
も
に
進
捗
状
況
の
管
理
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
こ
と

Ｊ
Ｒ
新
小
岩
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
優
先
的
設
置
を
求
め
る
意
見
書

Ｊ
Ｒ
新
小
岩
駅
で
は
、
死
亡
事
故
の
負
の
連
鎖
が
続
き
、
地
元
の
駅
周
辺
地
域
で
は
「
風
評
被
害
」
も
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
次
の
項
目
の
実
施
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
。
①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、
山
手
線
全
駅
へ

の
設
置
計
画
と
は
別
に
、
新
小
岩
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
優
先
的
設
置
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
②
財
政
支
援
を
含
め
た
連
携
を
強
化
し
、

新
小
岩
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
優
先
的
設
置
を
推
進
す
る
こ
と

尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
を
推
進
す
る
た
め
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書
分

政
府
に
対
し
、
海
洋
国
家
日
本
の
国
益
を
保
全
す
る
た
め
次
の
事
項
の
実
現
を
速
や
か
に
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
①
我
が
国

の
領
土
主
権
を
毅
然
た
る
態
度
で
守
る
意
志
を
内
外
に
明
確
に
す
る
た
め
、
領
域
警
備
に
関
し
て
必
要
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ

と
②
我
が
国
の
領
土
主
権
・
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
上
、
重
要
な
離
島
を
振
興
す
る
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
③
我
が
国
の

領
土
主
権
・
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
上
、
我
が
国
の
重
要
な
無
人
島
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
土
地
収
用
に
係
る
措
置
等
の
対

策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

平
成
１４
年
、
北
朝
鮮
は
日
本
人
の
拉
致
を
正
式
に
認
め
５
人
の
帰
国
が
実
現
し
た
が
、
そ
れ
以
降
拉
致
問
題
は
全
く
進
展
し
て
い

な
い
。
北
朝
鮮
の
地
で
我
が
国
か
ら
の
救
い
の
手
を
待
っ
て
い
る
被
害
者
の
苦
し
み
と
日
本
の
地
で
帰
り
を
待
つ
家
族
の
苦
痛
は
、

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
昨
年
末
に
は
日
本
人
拉
致
の
総
責
任
者
で
あ
っ
た
金
正
日
総
書
記
が
死
去
し
、
北
朝
鮮
政
権
は
新
体

制
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
に
対
し
、
北
朝
鮮
の
新
体
制
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
す
べ
て
の
拉
致
問
題
を
早
期
に
解
決
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

関
越
自
動
車
道
バ
ス
事
故
を
踏
ま
え
た
安
全
運
行
の
た
め
の
監
督
・
指
導
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

バ
ス
会
社
や
旅
行
会
社
の
法
令
違
反
の
営
業
実
態
や
運
転
手
の
異
常
な
働
き
方
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
先
般
の
バ
ス
事
故
を

踏
ま
え
、
政
府
に
対
し
、
ツ
ア
ー
バ
ス
な
ど
の
安
全
運
行
の
た
め
、
低
額
運
賃
競
争
を
防
止
す
る
た
め
の
料
金
制
度
や
過
労
運
転
対

策
と
し
て
の
運
転
時
間
の
基
準
設
定
、
旅
行
業
者
と
貸
切
バ
ス
事
業
者
と
の
取
引
責
任
の
明
確
化
等
、
監
督
・
指
導
を
強
化
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

学
校
施
設
等
に
お
け
る
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
と
な
る
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
に

対
し
、
大
規
模
な
地
震
に
お
け
る
被
害
を
最
小
限
に
し
、
子
ど
も
の
命
と
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、
各
自
治
体
に
お
い
て
非

構
造
部
材
の
耐
震
点
検
を
早
急
に
行
い
、
修
繕
を
は
じ
め
と
し
た
対
策
を
速
や
か
に
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
財
政
支
援
も

含
め
た
国
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
を
創
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

女
性
の
産
休
や
育
児
休
業
の
取
得
率
自
体
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
復
職
後
の
退
職
が
多
い
理
由
は
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
の
難

し
さ
で
あ
り
、
子
育
て
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
対
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
社
会
を
創
る
た
め
に
、
中
小
企
業
で
働
く
人
で
も
、
育
児
休
業
の
利
用
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
国
に
よ
る
支
援
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

政治家の寄附は、禁止されています。また、暑中見舞等時候の挨拶状
（答礼のための自筆のものを除く）を出すことも禁止されています。
議員等政治家が、お祭り、親睦旅行会、会合などの行事に寄附や差し入れ等をしたり、お祝い金（出産・新築等）、贈り
物（お中元・お歳暮等）をすることは、公職選挙法により罰則をもって禁止されており、要求した人も罰せられます。

本会議（一般質問、議案の付
託等）

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

本会議（議案の議決等）

主な内容 ２・３面…一般質問
４面…可決された議案ほか

６月 １１・１２日

１３～１９日

２０～２２日

２６日

２７日
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